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平素より本会の運営にご理解ご協力頂きまして誠にありがとうございます。 

厚生労働省の社会保障審議会 医療部会では、10月 27日の会合にて令和 8年度診療報酬改定に向けた「基本方

針（基本認識・基本的視点・具体的方向性）」の素案が提示されました。主な視点として「物価や賃金、人手不

足など医療機関を取り巻く環境の変化への対応」を重点課題と位置づけた点が特に注目されております。医療従

事者の処遇改善、医療 DX・業務効率化、タスクシフト・シェアの推進など、地域の薬局・薬剤師にとっても密接

に関わる事項が明記されています。こうした動きを受け、地域で活動する私ども薬剤師会としても、会員の皆様

が置かれている現場の環境改善、賃上げ・働き方の改善、ICT活用による業務軽減などに関し、制度改定の進捗

を注視しつつ、必要な情報提供・共有を図ってまいります。また、こうした診療報酬の方向性を踏まえ、薬剤

師・薬局が果たす役割がこれまで以上に期待されていると感じております。例えば、医薬品適正使用を推進する

パートナーとして、薬剤師と医療機関の協働を促進する記述も基本方針案に含まれており、地域薬局としても

「薬剤師が担う支援体制」の構築が求められています。 

また、別途、緊急避妊薬のスイッチ OTC 化に向けた議論も進展しており、薬剤師に対する研修・資質向上の整

備がポイントとなっています。例えば、オンライン診療での緊急避妊薬調剤に際し「研修を受講した薬剤師」の

関与が義務化されており、今後、薬局窓口でも迅速かつ適切な対応が求められる見込みです。日本薬剤師研修セ

ンターに「緊急避妊薬の調剤及び販売に関する e-ラーニング」が受講できるようになりましたので詳細はそちら

でご確認下さい。 

会員の皆様におかれましては、制度改定や研修要件の変化を見据え、積極的な知識の更新と現場対応の体制強

化をお願い申し上げます。本会としても会員ネットワークを活かし、相互支援・情報共有の場を継続して提供し

ていく所存です。 

今後もメーリングを中心に皆様に有益な情報を発信して参りますので、メーリングや LINE に登録ご希望の方

は下記内容をご確認下さい。皆様や家族、スタッフの体調にご留意頂き、お体ご自愛頂ければと思います。 

今後とも本会の運営にご理解ご協力の程宜しく 

お願い致します。 
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メーリングリスト登録希望連絡先 

yasuhiko@ishii-kusuri.com 

石井 泰彦 

□□□勉強会のお知らせ□□□ 
 
2025 年 11月 14 日（金）20:00～ 

 

保土ヶ谷公会堂２号会議室(保土ヶ谷区星川 1-2-1)にて開催 
研修センターの新システムに伴い現地参加の方は個人の QR コードを紙に印刷して持参してください。 

現地のみの開催となります。※申し込み期限 11月 10日(月) 

 
講演 1 行政に寄せられた苦情 

              保土ヶ谷区福祉健康センター 生活衛生課 食品衛生係 本田裕子氏 
講演 2 県下統一調剤事故防止研修会 

              保土ヶ谷薬業会 リスクマネジャー 大村 卓 先生 

 


